




Chinese Social Security in The Post-Reform Period




































GDP 成長率目標である。2013 年の成長率は 7.7％
だが、「第 13 次五カ年計画（2016 年− 2020 年）」
期間中、中国の GDP 成長率は 7% 前後を維持し、













































































① 初期段階 ② 中期段階 ③ 後期段階
後期段階に突入した根拠とは、
産業構造：産業構造別の生産額が第 1 次産業 10.1、第 2 次産業 46.8、第
3 産業 43.1 となったこと
空間構造：都市化率が 49.5 となったこと
就業構造：第 1 産業就業者率が 36.7 となったこと
1 人あたり名目 GDP：8506 ドルを超えたこと
（単位％　　2010 年データ）4





































































いう対照する概念を用いて、1986 年に 7) 幕が開
かれた社会保障改革を 4 つの段階に区分し、その
改革の特質及び構造的な変化を考察している。そ
の 4 つの段階とは、1986 年〜 1993 年に第 1 段階、
1993 年〜 1997 年に第 2 段階、1998 年〜 2005 年
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